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～ここはどこ？これは誰？これって何？～

写真展・ポスター展

［日比谷カレッジ関連展示］ジャパニーズ・エコロジー
南方熊楠
ゆかりの地を歩く

Blooming of Japanese Modernism

美術館の夜間開館など、夕方以降の活動の選択肢が広がっている今、夜
の時間帯を有効に活用できていますか？この展示では、小説・絵本・写真
集など夜がテーマの作品、夜遅くまで開いている施設、家の中での過ご
し方などを紹介します。また、ブルーゾーンおすすめの詩集の中から夜に
関連する一文を抜き出し、パネルにして展示しています。

6月14日（木）に開催する日比谷カ
レッジにちなみ、南方熊楠ゆかりの地
を写真家・川廷昌弘氏が2年かけて撮
影した選りすぐりの写真とポスターを
展示しています。また『南方二書』にま
つわる旧南方熊楠邸資料もあわせて
ご覧ください。
特別協力：南方熊楠顕彰館（田辺市）
企画協力：（一社）CEPAジャパン

夜
■３Fブルーゾーン【アート・言語・文学】の本を集めたゾーン

■1F・３Fホール
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■お問合せ先：千代田区立日比谷図書文化館  〒100-0012 千代田区日比谷公園1-4  
　　TEL：施設代表 03-3502-3340　図書総合カウンター 03-3502-3343   URL：https://www.l ibrary.chiyoda.tokyo.jp/hibiya/

calendar 開館時間：平日10時～22時　■土曜10時～19時 ■日祝10時～17時 ■休館日 

千代田区立日比谷図書文化館  広報誌

From Chiyoda Public Library 【千代田区立図書館からのおしらせ】 

日比谷図書文化館
【図書フロアからのお知らせ】
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お探しの資料をさらに見つけやすく、使いやすくするために、2階オレンジゾーンと
3階グリーンゾーンの書架の移動を行いました。今月は、哲学・歴史・地理・自然科
学・医学・テクノロジー・工学・生活・産業・商業などに関する資料のほか、新書・文庫
コーナー、デジタル関連資料の本が置いてあるグリーンゾーンをご紹介します。

本の場所を移動しました
L I B R A R Y  I N F O R M A T I O N

〔 都営地下鉄 〕
● 三田線「内幸町駅」
　A7出口  徒歩3分 
〔 東京メトロ 〕
● 丸ノ内線
● 日比谷線 
　「霞ヶ関駅」B2出口徒歩3分
● 千代田線  
　「霞ヶ関駅」C4出口徒歩3分 

 ＪＲ 「新橋駅」 徒歩10分

※当施設に駐車場・駐輪場は
ございません。 公共交通機
関をご利用下さい。
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▲ パネルに詩を引用した資料も
　 展示、貸出しています

▲ 夢と睡眠に関する資料も
　 おすすめです

■グリーンゾーン（3階）　　

展示   　PICK UP

～9/14（金）

～6/17（日）

千代田図書館
企画展示

世界中の誰が見ても楽しめるヴィジュアルの世界を英語教育に取り入れたナショナルジオグ
ラフィックラーニングの教材から、｢自然｣｢人びと｣｢謎の情景｣を伝える18点のイメージを紹
介します。圧倒的な美しさ、ひと目では何かわからない不思議、ヴィジュアルの背後に隠された
物語など、自由な想像をめぐらせながら楽しめます。また、それぞれのテーマに関するヴィジュ
アルな書籍もあわせて展示しています。

■ 会期：開催中～7月21日（土）
■ 場所：千代田区立千代田図書館９階 展示ウォール
■ 休館日：5月27日(日)、6月24日(日)
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※展示情報は変更する場合がございます。6 月 の 展 示 情 報
E x h i b i t  I n f o r m a t i o n  
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「大正モダン」（～9/14）
短い時代区分ながらその中で様々な文化が花開いた大正時代。当時
の華やかな着物やポスター、広告などデザインについての本から、文
学、社会情勢に関する本まで集めました。

1階特別展『大正モダーンズ 大正イマジュリィと
東京モダンデザイン』関連展示 (～8/7)　

6月8日から始まる特別展にあわせて、大正時代の斬新で人目を惹く
モダンなデザインについて紹介するとともに、千代田区と東京ステー
ションギャラリーが共催する『夢二繚乱』展についてお知らせします。

「変わる」（～6/15）
｢変わる｣をキーワードに、動植物が生きていくために行う擬態・変態
から、装うことで変化する心、そして変わらず守っていかなければいけ
ないものまで、さまざまな視点で変化をとらえる展示です。

3F
グリーン
ゾーン

NEW!

NEW!

日本十進分類法
に基づき並び替え、
さらに利用しやすく
なりました

PC、WEB関連
の本はこちら

オライリー・ジャパンの
シリーズも揃っています

農業・園芸関連の
本はこちら

畜産業、林業、
水産業関連の
本はこちら

鉄道関連の本はこちら

レシピ本はこちら

◀ 南方熊楠の眼鏡越しに見る南方熊楠の書斎

大正イマジュリィと
東京モダンデザイン
大正～昭和初期にかけて、 マスメディアの

発達や印刷技術の革新により、 書籍、雑

誌、パンフレット、絵はがき、広告など、「大

正イマジュリィ」と呼ばれる大衆的な複製

印刷物が数多く生み出され、 竹久夢二や小

村雪岱など、多くの人気画家たちが小説や

雑誌の挿絵、書籍の装幀を手がけました。 

いまなお清新な輝きを放つ大正～昭和初

期にかけての様々なグラフィック・デザイン

を紹介します。 

本展は、千代田区主催で東京ステーション

ギャラリーにて開催中の「夢二繚乱」（2018年

5月19日～7月1日）と連動して開催されます。

大正モダーンズ

上記❶❷のお申込み方法：ホームページの申込みフォーム、電話（03-3502-3340）、来館（1階受付）のいずれかにて
①講座名、 ②お名前（ふりがな）、 ③電話番号をご連絡ください。

※ 休館日 6月18日（月）、7月16日（月・祝）
■ 開室時間：平日 10：00～20：00
    土曜 10：00～19：00
    日祝 10：00～17：00
    （入室は閉室の30分前まで）

■ 会場：千代田区立日比谷図書文化館
     １階特別展示室
■ 観覧料：一般 　　　  300円
  大学・高校生200円　
千代田区民・中学生以下、障害者手帳など
をお持ちの方および付き添いの方1名は無
料 ※ 住所が確認できるもの、学生証、障害
者手帳などをお持ちください。

■ 主催：千代田区立日比谷図書文化館
■ 監修：山田俊幸
■ 協力：大正イマジュリィ学会
■ 企画協力：キュレイターズ

6８金 8 7火

 6月8日（金）
より

申込受付
開始

申込受付中

■ 日時：6月17日（日）14:00～15:30（13:30開場）
■ 場所：日比谷図書文化館 地下1階 
　日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 講師：冨田 章（東京ステーションギャラリー館長）
■ 定員：180名（事前申込順、定員になり次第締切）
■ 参加費：500円

■ 日時：7月18日（水）14:00～15:30（13:30開場）
■ 場所：日比谷図書文化館 4階 スタジオプラス（小ホール）
■ 講師：大西景子（BOX&NEEDLE代表）
■ 定員：30名（事前申込順、定員になり次第締切）
■ 参加費：1500円（材料費込み）
※ 参加に際しては、はさみ、鉛筆をお持ちください。

大正のモダンデザインと
竹久夢二

【 特 別 展 】

かわいい紙を貼って、
レターボックスをつくる！

杉浦非水  『非水月刊図按』第1巻附録4  1918（大正7）年

左）竹久夢二『少女の友 4月号』 第20巻第4号 1927（昭和2）年
右）小林かいち《二号街の女》 1925（大正14）～1926（大正15）年頃

三角台

❶ 講演会 ❷ ワークショップ

■ 展示構成 ※展示構成は一部変更する場合があります。

第1章 

大正のデザイン 
―杉浦非水と大正の商業図案 

第2章 

東京大正パブリケーション
 ―美術家たちの挑戦

第3章 

子供ワールドと華と女性 
―カワイイの原点

第4章 

新時代のジャポニスム 
 ―小村雪岱と浮世絵イマジュリィの世界

第5章 

ポップ・カルチャーの洗練 　
―映画、演劇、舞踊、音楽のパンフレットデザイン

第6章 

銀座・東京モダニズム 
―大正のファッション＆ライフスタイル

2018
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中島で天皇に謁見するグラント将軍
（『Around the world with General Grant vol.Ⅱ』 / John Russell Young 著 / 1879年）

ジャパニーズ・エコロジー　
南方熊楠ゆかりの地を歩く
講師：田村 義也（南方熊楠顕彰会学術部長）、 大竹 哲夫（み熊野ねっと） 
 水野 雅弘（TREE代表取締役・ＣＥＰＡジャパン）
 川廷 昌弘（日本写真家協会・ＣＥＰＡジャパン）
150年前に生まれた南方熊楠は、明治の時代に
海外遊学し、博物学、生物学、民俗学の智の巨人
となりました。柳田國男により編まれた『南方二
書』を紐解きながら、熊楠が私たちに残してくれ
たメッセージと、世界遺産や国の名勝地にも
なったゆかりの地を紹介します。
（特別協力：南方熊楠顕彰館（田辺市）、企画協
力：一般社団法人CEPAジャパン）
■ 日時：6月14日（木）19：00～21：00（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール
　（大ホール）   ■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

ポモーヌ 2018年　6月号　A4 4P
中面 2C  スミ＋DIC235

▶「日比谷カレッジ」とは、日比谷図書文化館が主催・共催で行うセミナーやイベントです。 「江戸・東京」「本」「スキルアップ」「芸術」「センスアップ」の
　５つのカテゴリーに基づき、さまざまな「学び」と「交流」の場を提供します。

6・7月の講座 
e v e n t  s c h e d u l e 〈 参加申込 〉電話（03-3502-3340）またはホームページにて、講座名、お名前（よ

みがな）、お電話番号をご連絡ください。当館１階の受付でもご予約を承ります。 各
講座ともに定員になり次第、締め切らせて頂きます。 キャンセルの場合はご連絡くだ
さい。参加費は当日支払いです。千代田区民料金のある講座は、当日、図書貸出
券や健康保険証など住所が確認できるものをお持ちください。

ポ モ ーヌ広 報 室 より  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

古書で紐解く近現代史セミナー 第30回

延遼館と明治初年の外交儀礼
講師：西木 浩一（東京都公文書館統括課長代理（史料編さん担当））
1869（明治2）年から1889（明治
22）年まで外国要人の宿泊や接
遇の場として使用された延遼館の
概要と、そこで行われた外交儀礼
として、1869年の英王子エジンバ
ラ公と1879年のグラント元米大
統領来日時について比較し、この
10年間での外交の成熟ぶりをお
話しします。
■ 日時：6月5日（火）19：00～20：30
　（18：30開場）
■ 会場：
　4階 スタジオプラス（小ホール）  
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円
（千代田区民・学生500円）
※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。

(水)他
6

江戸歴史講座 第51・52 回
江戸の居酒屋文化（全2回） 
講師：飯野 亮一（食文化史研究家）

18世紀中ごろになると江戸の町には、居酒屋が
生まれ、賑わいを見せるようになりますが、店構
えや客層は今とは違っていました。第1回では江
戸の居酒屋の誕生の経緯をさぐり、賑わいを見
せる店構え、客層、酒飲み風景、飲み方などを紹
介します。第2回では「呑みだおれの町」といわ
れた江戸で江戸っ子たちはどの位、どのように酒
を呑んでいたか、居酒屋でどんな肴が出されて
いたかなどについて紹介します。
■ 日時：6月6日（水）19：00～20：30（18：30開場）
 第１回 「江戸の居酒屋の生い立ちと賑わい」　
 6月20日（水）19：00～20：30（18：30開場）
 第２回 「江戸っ子が呑んでいた酒と肴」
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：各回200名　■ 参加費：各回1000円（千代田区民 各回500円）

6

(火)
56

(木)
7

江戸歴史講座 第53 回

伊能忠敬 人と業績
講師：星埜 由尚（公益社団法人東京地学協会副会長）
伊能忠敬は、わが国で初めて実測による
日本地図を作成した人物です。下総佐原
の豪商であった忠敬は、55歳の時から足
掛け17年をかけ、全国の測量を行いまし
た。今年は、1818年に忠敬が亡くなってか
ら200年を迎えますが、忠敬の人物像とそ
の業績を振り返り、その偉業の原動力を
考えます。
■ 日時：6月7日（木）19：00～20：30
　（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンション
　ホール（大ホール）　■ 定員：200名　
■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

7

(水)
4 池波正太郎の食卓

講師：重金 敦之（文芸ジャーナリスト）
小説の中に、池波正太郎ほど食べもののシーン
を巧みに取り入れた作家はいません。ごくありふ
れた野菜や江戸前の魚介の描写は、読者の味覚
を刺激します。私生活でも、食べることが大好きで
した。朝日新聞の名編集者として、池波正太郎と
接してきた重金敦之氏が、食べ物を通して池波
ワールドの魅力・エピソードを語ります。
■ 日時：7月4日（水）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール
　（大ホール） 
■ 定員：200名　
■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

7

(火)
10 だまし絵と錯覚 ～見ることの不思議を探る～講師：杉原 厚吉（明治大学特任教授）

不可能立体のだまし絵を見
ると、ありえないと感じるに
もかかわらず立体感を持っ
てしまいます。この錯覚を絵
や立体を通して体験しなが
ら、理性と知覚の遊離がどこ
から来るのかを探ります。見
たらものの形はわかるはず
という素朴な常識の危うさ
を再認識する機会にしてい
ただけると思います。
■ 日時：
　7月10日（火）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール） 
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

富岡八幡宮の伊能忠敬像

(木)
146

大正時代は、 約15年間という短い期間の中で西洋文化が日本独自のものとして
花開いた時代でした。 現在、 私たちが当たり前だと思っている交通機関、電化製
品、 カフェ・レストラン、 デパート、 映画館などといった近代都市の象徴もこの
頃に発達したものです。 また、 竹久夢二などが手掛けたグラフィックデザインが
より身近になりました。 千代田区内では5月～8月にかけて、 東京ステーション
ギャラリー「夢二繚乱」（5月19日（土）～7月1日（日））、 日比谷図書文化館「大正
モダーンズ」（6月8日（金）～8月7日（火））をそれぞれ開催します。 今もなお斬新
でどこか懐かしさを感じさせる大正ロマンの世界をお楽しみ下さい。

特 別 研 究 室 企 画 展 示

若き日の明治天皇とグラント大統領　
―内田嘉吉文庫に見る日米交流の原点―

アメリカ南北戦争の英雄として、後世

まで「グラント将軍」として親しまれ、ま

た第18代アメリカ合衆国大統領を務

めたユリシーズ・シンプソン・グラント

が大統領退任後の世界周遊の旅で

来日（1879年）した際の記録を中心

に、親日の顔を持つグラント元大統領

関連の資料を内田嘉吉文庫蔵書の

中から展示しています。東京とその近

郊のほか、長崎滞在の様子もパネル

で紹介しています。

6月30日（土）まで開催中

みなかた くまぐす

南方熊楠顕彰館 （田辺市）所蔵

延遼館の庭を散歩するグラント将軍（右）とヤング
     （『Around the World with General GRANT vol.Ⅱ』 / 

John Russel Young 著 / 1879年）
 

上廣・日比谷ライブラリーレクチャー シリーズ「私の修業時代」
私の修業時代、偉人たちの修業時代　
講師：門井 慶喜（作家）

幕末、明治はいろいろな偉人があらわれたが、彼ら
にも下積みの時期はあった。というより、変革期に
は単なる「生まれ育ち」で世に出た人はひとりもい
ない。いろいろなエピソードを織り込みつつ、私自
身の経験もまじえて、いわゆる「芽が出る」というこ
との普遍的な原理のようなものを考えたい。
（主催：公益財団法人上廣倫理財団、共催：日比谷
図書文化館）
■ 日時：6月29日（金）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）   
■ 定員：200名　■ 参加費：500円（千代田区民・学生無料）

(金)
296

撮影／ホンゴユウジ

これだけは知っておきたい
インドネシア経済の歩みと現在
講師： 加納 啓良（東京大学名誉教授）

世界第4の人口大国インドネシアは、21世紀に
入ってから年率5％前後の安定経済成長を続け
て「中進国」の仲間入りを果たし、その存在感を
増している。各種産業、貿易、対日関係など項目
別にその変化と現状をみたうえで、問題点と今後
の展望について考えてみたい。
■ 日時：7月11日（水）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール） 
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

(水)
117

柳宗悦と濱田庄司　　　　　　　
―民藝を生きる二人のダイアローグ
講師： 松井 健（東京大学名誉教授）

柳と濱田は民藝を主張して、それぞれにきわめて充
実した人生を歩みましたが、その二つの軌跡は互
いに共鳴する見事なダイアローグ（会話）をなして
います。柳と濱田の事跡やエピソード、人生の風景
に具体的にふれつつ、二人の人生の交錯をたどり、
民藝の原義を考えてみることにしたいと思います。
■ 日時：7月13日（金）19：00～20：30（18：30開場）
■ 地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

(金)
137

千代田区民講座
縄文道 ～日本人の源流が世界を救う～
講師： 加藤 春一（一般社団法人出会い創造研究所 代表理事）

縄文時代は人間が誕生して初めて完成させた社
会であり、人間社会の原点が見られます。「武士
道」と共に日本人の精神性を表し、現代の日本が
抱える諸問題を解決するためのヒントを、縄文人
の生き方から得られるという仮説「縄文道」とは
何かを解説します。
（主催：NPO法人 神田雑学大学、共催：日比谷図
書文化館）
■ 日時：7月13日（金）19：00～２0：30（18：30開場）
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール） 
■ 定員：60名　
■ 参加費：無料 
※6月5日(火)から千代田区民受付開始。区民以外は6月12日(火)から受付開始。

(金)
137

児童文芸誌「赤い鳥」創刊100年
黎明期の童謡・童話・童画の世界
■ 歌：青山恵子（メゾ・ソプラノ歌手）、 真幸 操（ソプラノ歌手）
■ アコーディオン：せきた さらい（アコーディオン奏者）
■ 朗読：桜井 春江（声優）、 おの まり（歌手・ミュージカル俳優）
■ 紙芝居：NPO法人はばたけ千早  語り部部会
■ 司会：小野 清子（音楽の泉プロジェクト代表）

今から百年前、夏目漱石門下の鈴木三重吉が
子供達の為に芸術性豊かな作品をと創刊し
た児童文芸誌「赤い鳥」は、北原白秋や芥川龍
之介ら当時一流の作家達の協力を得て全国
に広がり、童謡、童話、童画が誕生しました。
その代表的作品を朗読や紙芝居、歌とアコー
ディオンの演奏でお届けします。
（主催：音楽の泉プロジェクト 共催：日比谷図
書文化館）
■ 日時：7月1日（日）14：00～16：00（13：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール
　（大ホール）   
■ 定員：200名　■ 参加費：1500円

(日)
17

　「赤い鳥」創刊号（大正7年7月1日）

鏡に映すと姿が変わる変身立体

体験講座実施日曜日・時間講座名

特別
講座
90分 （木）13：30～

6/26

6/26

（火）13：30～自分の花押（かおう）を持ってみませんか

（火）19：00～大久保利通の手紙を読む

浮世絵を読む【紅色クラス】【藍色クラス】※合同開催

商家文書を読みとく―三井の子弟教育

（水）10：30～ 7/4

（水）19：00～ 6/27

絵と文字で楽しむ江戸歌舞伎(入門編)

くずし字で読み解く茶の湯の伝書 6/28

（木）18：30～ 6/28

（土）10：30～ 6/23

江戸を楽しむ ―続・江戸の寺社あれこれ

■ 参加費：各回1,000円 　■ 定員：各講座23名（事前申込順）
■ 会場：4階セミナールーム（会議室）　■資料請求・体験講座のお問合せ：電話
（03-3502-3340） 日比谷図書文化館 古文書塾てらこや担当迄

「古文書塾てらこや」は古文書専門塾として、初心者から経験
者まで楽しみながら学習を進めています。7月期の開講に合わ
せ、この度古文書の世界に無理なく入っていける「体験講座」
をご用意いたしました。まずは体験講座をお試しください。

◆古 文 書 塾 てらこや 体 験 講 座 ◆
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